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中
井
履
軒

『
孟
子
逢
原
』

の
王
道
観

i也

田

光

子

懐
徳
堂
は
享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
、
大
坂
船
場
に
「
五
同
志
」
と
言
わ
れ
る
有
力
町
人
達
の
出
資
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
学
問
所

で
あ
る
。
懐
徳
堂
の
初
代
預
り
人
で
あ
り
二
代
目
学
主
と
な
る
中
井
埜
庵
(
一
六
九
三
1
一
七
五
八
)

の
奔
走
に
よ
り
、
享
保
十
一
年

(
一
七
二
六
)
に
は
将
軍
徳
川
吉
宗
の
官
許
を
得
る
。

初
代
学
主
に
三
宅
石
庵
(
一
六
六
五
1
一
七
三

O
)
、
助
教
に
五
井
蘭
洲
(
一
六
九
七
1
一
七
六
二
)
を
迎
え
、
懐
徳
堂
の
体
制
が

成
立
す
る
。
懐
徳
堂
の
学
問
は
、
石
庵
の
学
風
が
朱
子
学
、
陽
明
学
と
諸
学
の
良
い
点
を
折
衷
し
て
取
り
入
れ
て
い
た
独
特
の
学
問
で

あ
っ
た
た
め
、
「
鶴
学
問
」
と
評
さ
れ
た
が
、
助
教
の
蘭
洲
に
よ
り
朱
子
学
が
懐
徳
堂
の
基
本
路
線
と
さ
れ
る
に
到
っ
た
。

中
井
履
軒
(
一
七
三
二
1
一
八
一
七
)
は
こ
の
蘭
洲
に
師
事
し
て
、
学
問
を
修
め
た
。
履
軒
の
学
問
姿
勢
は
、
諸
家
の
意
見
を
参
看

し
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
独
自
の
意
見
を
打
ち
出
す
も
の
で
、
名
賢
鎧
儒
の
尊
信
す
る
所
で
あ
っ
て
も
、
誤
り
が
有
れ
ば
反
駁
し
て
正
し
、

(1) 

孔
子
・
孟
子
の
本
旨
を
得
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
妥
協
を
許
さ
な
い
も
の
だ
っ
た
。
履
軒
は
自
ら
が
注
釈
を
施
す
に
し
て
も
妥
協
を
許
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さ
な
か
っ
た
た
め
、
経
へ
の
注
釈
は
数
度
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
最
初
の
注
で
あ
る
『
逢
原
」
、
次
に
経
書
の
欄
外
に
記
し
た

(2) 

そ
れ
を
整
理
し
た
『
離
題
略
』
、
晩
年
に
大
成
し
た
『
逢
原
』
の
四
種
を
編
み
出
す
に
到
る
。

「
離
題
』
、
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本
稿
で
扱
う
『
孟
子
』
も
ま
た
、
履
軒
の
注
釈
の
対
象
で
あ
っ
た
。

『
孟
子
」
に
は
王
覇
の
論
と
い
う
思
想
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
統
治
形
式
を
徳
を
以
て
政
治
を
行
う
を
王
道
、
力
を
以
て
制
す
&
を
覇

道
と
に
弁
別
す
る
も
の
で
あ
る
。
孟
子
の
生
き
た
戦
国
期
は
、
周
王
朝
が
衰
微
し
、
所
謂
五
覇
が
登
場
し
た
後
の
時
代
で
あ
る
。
こ
う

し
た
社
会
状
況
の
中
で
、
孟
子
は
王
道
に
よ
る
統
治
を
提
唱
し
た
。
こ
の
思
想
は
日
本
で
も
論
議
の
対
象
と
さ
れ
、
江
戸
期
に
お
い
て

(
3
)
 

は
太
宰
春
台
や
薮
孤
山
等
が
自
説
を
展
開
し
て
い
る
が
、
履
軒
も
ま
た
そ
う
し
た
人
物
の
一
人
と
し
て
よ
い
。

本
稿
で
は
中
井
履
軒
研
究
の
一
環
と
し
て
、
履
軒
の
王
覇
論
の
思
想
的
特
徴
を
考
察
し
て
い
く
。
な
お
、
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は

(
4
)
 

履
軒
の
最
終
的
な
完
成
形
態
で
あ
る
『
孟
子
逢
原
』
を
中
心
と
し
、
内
容
・
記
載
が
、
自
説
を
整
理
す
る
こ
と
な
く
書
き
入
れ
て
い
つ

(5) 

た
『
孟
子
離
題
』
と
大
き
く
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

「
王
道
」
の
解
釈

履
軒
の
王
道
観
を
探
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
「
王
道
」
と
い
う
語
に
ど
の
様
な
解
釈
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。

『
孟
子
』
梁
恵
王
篇
に
以
下
の
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
恵
王
が
、
自
分
は
一
生
懸
命
に
政
治
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
隣
国
の
民

が
減
る
わ
け
で
も
、
自
国
の
民
が
増
え
る
わ
け
で
も
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
、

と
孟
子
に
尋
ね
る
。
当
時
、
人
口
問
題
は
国
力
に
直
接

影
響
す
る
の
で
、
恵
王
の
問
い
は
切
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
孟
子
は
五
十
歩
百
歩
の
警
え
を
挙
げ
、
恵
王
の
政
治
は
他
国
の
政
治

と
大
差
が
無
い
こ
と
を
説
き
、

そ
の
後
に
具
体
的
な
統
治
例
を
出
す
。
そ
の
中
で
「
生
を
養
い
死
を
喪
し
て
憾
み
無
き
は
、
王
道
の
始

な
り
。
」
(
養
生
喪
死
無
憾
、
王
道
始
也
)
と
い
う
一
句
が
登
場
す
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
王
道
」
が
「
孟
子
』
経
文
中
に
見
ら
れ
る
唯

一
の
「
王
道
」
の
用
例
で
あ
る
。
こ
の
一
句
に
対
し
て
、
朱
子
は



然
る
に
宮
室
に
飲
食
す
る
は
生
を
養
う
所
以
に
し
て
、
棺
梓
を
祭
記
す
る
は
死
を
送
る
所
以
に
し
て
、
皆
民
の
急
す
る
所
に
し
て

無
と
す
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
今
皆
以
て
之
に
資
す
る
有
れ
ば
則
ち
人
恨
む
所
無
し
。
王
道
は
民
心
を
得
る
を
以
て
本
と
為

し
、
故
に
此
を
以
て
王
道
の
始
と
す
。

と
注
す
る
。
す
な
わ
ち
朱
子
は
「
養
生
喪
死
無
憾
王
道
之
始
」
の
一
旬
を
「
養
生
喪
死
」
「
無
憾
」
「
王
道
之
始
」
と
三
分
割
す
る
。
そ

中井履軒『孟子逢原』の王道観

し
て
ま
ず
「
養
生
喪
死
」
を
具
体
的
に
説
明
し
、
「
養
生
喪
死
」
と
は
民
に
と
っ
て
急
務
で
あ
り
、
為
政
者
が
無
視
し
て
は
な
ら
な
い

要
所
で
あ
る
と
住
置
づ
け
る
。
為
政
者
が
民
の
「
養
生
喪
死
」
を
満
足
さ
せ
る
と
き
、
「
民
が
為
政
者
を
恨

(
H
憾
)
む
」
こ
と
は
な

く
な
る
。
こ
れ
が
朱
子
の
解
す
る
「
無
憾
」
で
あ
る
。
物
質
的
な
困
窮
が
無
く
な
る
こ
と
は
、
民
の
上
に
対
す
る
不
満
を
な
く
す
こ
と

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
O
J

以
上
が
「
養
生
喪
死
無
憾
」
に
対
す
る
朱
子
の
解
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
王
道
の
始
」
と
結
合
さ
せ
る
た
め
に
、
朱
子
は
「
民
心
を

得
」
る
こ
と
は
王
道
の
「
本
」
で
あ
る
と
す
る
説
を
示
し
、
こ
れ
を
利
用
し
た
。
す
な
わ
ち
「
養
生
喪
死
無
憾
」
は
民
心
を
得
る
こ
と

に
他
な
ら
ず
、
民
心
を
得
る
こ
と
は
王
道
の
「
本
」
な
の
だ
か
ら
、
転
じ
て
「
王
道
の
始
」
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
「
養
生
喪
死
無
憾
」

と
「
王
道
の
始
」
と
の
結
合
が
完
成
し
、
経
文
の
解
釈
が
完
了
す
る
。

だ
が
朱
子
注
を
敷
桁
さ
せ
て
考
え
れ
ば
、
「
養
生
喪
死
」
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
「
民
心
を
得
」
に
通
じ
て
、
上
を
「
憾
」
ま
な
い

よ
う
に
な
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
民
と
は
単
純
に
物
質
的
に
満
足
さ
え
す
れ
ば
為
政
者
に
対
し
て
従
順
に
な
る
存
在

37 

と
い
う
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
朱
子
は
、
「
民
」
と
い
う
存
在
を
、
物
質
的
な
満
足
感
を
与
え
れ
ば
そ
の
心
を
得
ら
れ
る
安
易
な
存
在

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
履
軒
は
、
物
質
的
側
面
か
ら
民
心
を
得
る
こ
と
を
「
王
道
の
始
」
と
す
る
朱
子
の
形
而
上
的
な
考
え
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を
批
判
す
る
。
こ
こ
は
『
逢
原
』
よ
り
も
『
離
題
』
の
ほ
う
が
詳
し
い
た
め
、
『
雌
題
』
の
文
を
用
い
て
考
察
を
す
す
め
る
。
(
な
お
、

当
該
箇
所
で
『
雌
題
』
を
引
用
す
る
際
、
内
容
が
『
逢
原
』
と
大
き
く
異
な
る
場
合
は
註
を
つ
け
る
。
以
下
、
同
じ
。
)

「
養
生
喪
死
無
憾
」
と
は
只
是
れ
財
用
上
の
説
に
在
り
。
元
は
甚
だ
重
な
ら
ず
。
未
だ
王
道
の
基
本
と
為
す
に
足
ら
ず
。
然
れ
ど

も
王
道
を
行
う
に
当
に
是
を
以
て
下
手
の
初
め
と
為
す
べ
し
。
其
れ
「
無
憾
」
と
云
う
は
人
々
食
材
給
わ
ざ
る
の
憾
無
き
の
謂
い

な
る
の
み
。
民
の
上
を
恨
ま
ざ
る
を
謂
う
に
非
ざ
る
な
り
。
則
ち
未
だ
道
立
た
ざ
れ
ば
、

民
心
を
得
る
も
亦
た
未
だ
王
道
の
基
本

を
為
す
に
足
ら
ず
。
註
恐
ら
く
舛
う
。
(
「
雌
題
』
梁
恵
王
篇
)

「
養
生
喪
死
」
と
は
経
済
的
な
問
題
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
重
視
す
べ
き
は
「
道
」
で
あ

る
。
「
道
」
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は

い
く
ら
民
心
を
得
て
も
そ
れ
は
王
道
へ
と
通
じ
る
こ
と
は
な
い
。
朱
子
の
よ
う
に
物
質
的

な
満
足
を
そ
の
ま
ま
「
王
道
の
始
」
と
す
る
こ
と
は
、
履
軒
に
は
納
得
出
来
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

履
軒
が
「
道
」
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
履
軒
自
身
の
生
き
方
に
も
表
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
履
軒
は
中
井
家
の
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
仕
官
を
せ
ず
に
一
生
を
送
っ
た
。
た
と
え
仕
官
の
話
が
あ
っ
て
も
天
子
か
ら
命
令
が
下
さ
れ
て
い
る
世
の
中
で
無
い
な
ら
ば

(
6
)
 

仕
官
し
な
い
と
い
う
態
度
を
貫
い
た
。
こ
の
態
度
は
こ
こ
で
の
朱
子
批
判
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
履
軒
は
、
王
道
に
お
い
て
「
道
」
の
有
無
を
重
視
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら
朱
注
の
批
判
を
徹
底
的
に
行
う
。

憾
、
遺
憾
な
り
。
謂
う
こ
こ
ろ
は
不
足
と
す
る
所
有
り
て
心
に
憐
む
。
註
、
憾
を
以
て
上
を
恨
む
と
為
す
。
故
に
民
心
を
得
る
の

説
を
生
ず
る
の
み
。
(
同
前
)



履
軒
に
よ
れ
ば
、
「
憾
」
と
は
不
足
に
対
す
る
嫌
悪
を
示
す
語
で
あ
り
、
上
に
い
る
統
治
者
と
は
本
来
的
に
無
関
係
な
語
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
朱
子
は
統
治
者
の
存
在
を
含
め
て
「
憾
」
を
解
し
て
し
ま
い
、
「
憾
」
を
「
上
を
恨
む
」
と
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た

め
に
「
民
心
を
得
」
と
い
う
説
を
立
て
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

中井履軒『孟子逢原Jの王道観

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
履
軒
の
解
は
、
「
養
生
喪
死
」
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
王
道
実
践
の
第
一
歩
、
換
言
す
れ
ば
方
法
論
と
し
て
は

正
し
い
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
王
道
の
始
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
「
養
生
喪
死
」
を
直
接
に
王
道
の
本
と
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
要
約
さ
れ
よ
う
。
王
道
と
は
「
道
」
の
問
題
で
あ
り
、
「
養
生
喪
死
無
憾
」
或
い
は
「
民
心
を
得
」
と
い
っ
た
形
而
上
的
な

思
想
で
は
な
い
。
王
道
と
は
民
衆
と
の
関
係
か
ら
述
べ
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
は
な
く
、
独
立
し
た
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
孟
子
』
経
文
に
は
、
他
に
「
王
道
」
の
語
が
存
在
し
な
い
た
め
、
履
軒
の
王
道
観
を
直
接
に
探
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

間
接
的
で
は
あ
る
が
、
王
道
と
対
に
な
っ
て
「
玉
覇
」
と
称
さ
れ
る
覇
道
に
つ
い
て
考
え
、
そ
こ
か
ら
履
軒
の
王
道
観
を
探
っ
て
い
く
。

履
軒
の
覇
道
観

(7) 

孟
子
日
く
「
尭
舜
は
之
を
性
と
す
。
湯
武
は
之
を
身
に
す
。
五
覇
は
之
を
仮
る
。
久
し
く
仮
り
て
帰
さ
ず
。
悪
ん
ぞ
其
の
有
に
非

ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
」
(
『
孟
子
』
尽
心
篇
)

こ
の
章
は
、
尭
舜
・
湯
武
・
五
覇
を
並
列
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
履
軒
は
「
覇
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
解

釈
を
附
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
考
察
を
始
め
る
。

39 

は
じ
め
に
朱
子
注
を
見
る
と
、
朱
子
は
厳
し
く
五
覇
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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尭
舜
の
天
性
は
湾
全
に
し
て
修
得
す
る
に
仮
な
ら
ず
。
湯
武
身
を
修
め
て
道
を
体
と
し
、
以
て
其
の
性
を
復
す
。
五
覇
は
則
ち
仁

義
の
名
を
仮
り
、
以
て
其
れ
貧
欲
に
し
て
私
を
済
ら
す
を
求
む
る
の
み
。

尭
舜
の
性
は
「
揮
全
」
で
あ
り
、
「
仮
」
の
も
の
で
は
な
く
、
十
全
な
も
の
で
あ
る
。
湯
武
は
尭
舜
に
は
及
ば
ず
と
も
、
努
力
に
よ

っ
て
「
身
を
修
め
て
道
を
体
し
」
、
そ
う
す
る
こ
と
で
尭
舜
の
性
を
保
持
す
る
こ
と
が
出
来
た
存
在
で
あ
る
。
だ
が
五
覇
は
「
仁
義
の

名
を
仮
り
」
た
存
在
に
し
て
「
食
欲
」
で
あ
り
、
「
私
」
を
行
う
存
在
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
朱
子
が
五
覇
に
否
定
的
だ
っ
た
こ
と
を
看

守
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
他
方
、
履
軒
は
「
五
覇
」
を
聖
人
に
近
い
存
在
と
し
て
肯
定
的
に
解
釈
す
る
。

聖
人
の
性
は
壊
無
し
。
故
に
修
む
る
に
仮
り
ず
し
て
、
可
な
り
。
習
う
こ
と
宣
に
少
な
か
る
べ
け
ん
や
む
警
う
る
に
九
章
算
術
、

暦
術
推
歩
の
如
き
は
、

生
知
の
聖
と
雌
も
、
習
学
を
経
る
に
非
ざ
れ
ば
、
必
ず
得
ず
。
但
だ
凡
人
と
は
遅
速
有
る
の
み
。
其
の
他

は
此
に
由
り
て
推
す
べ
し
。
道
を
体
す
る
と
は
、
是
れ
後
世
の
語
な
り
。
合
糊
に
し
て
用
う
る
に
中
ら
ず
。
宜
し
く
道
を
履
む
と

言
う
べ
し
。
五
覇
の
仮
る
所
、
亦
た
仁
義
の
実
の
み
。
其
の
徳
称
す
る
に
足
ら
ざ
る
者
に
非
ず
と
躍
も
、
休
礼

ιι
大
概
事
倣
に
一

し
て
行
う
。
所
謂
之
を
仮
る
な
り
。
(
中
略
)
註
、
名
を
借
る
と
は
、
従
う
べ
か
ら
ず
。
五
覇
も
亦
た
英
豪
の
気
象
あ
り
。
世
を

匡
し
、
民
を
救
う
の
念
有
り
?
頗
る
其
の
功
有
り
。
但
だ
純
な
る
こ
と
能
わ
ざ
る
の
み
。
未
だ
偏
る
に
食
欲
を
以
て
之
を
罵
る
べ

か
ら
ず
。
註
、
貧
欲
に
し
て
私
と
は
、

庇
斥
の
過
当
な
り
。
(
『
逢
原
』
尽
心
篇
)

履
軒
は
、
「
覇
」
が
「
仁
義
の
実
」
は
所
有
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
れ
故
に
「
五
覇
」
は
英
雄
の
気
象
や
経
世
済
民
の
意
志
を
持
つ

て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
五
覇
」
は
聖
人
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
「
純
な
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
い
う
点
だ
け
が
聖
人
と
異



な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
様
々
の
限
定
が
附
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
履
軒
は
五
覇
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
覇
道
が
王
道
に
至
る
に
足
り
な
い
の
は
具
体
的
に
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
仮
」
の
解
を
中
心
に
、
公
孫
丑
篇
の
一
文
か
ら
考

察
を
加
え
る
。

孟
子
日
く
「
力
を
以
て
仁
を
仮
る
者
は
覇
た
り
。
覇
は
必
ず
大
国
に
有
り
。
徳
を
以
て
仁
を
行
う
者
は
王
た
り
。
王
は
大
を
持
た

中井履軒『孟子逢原Jの王道観

ず
。
湯
七
十
里
を
以
て
し
、
文
王
は
百
旦
を
以
て
す
。
」
(
『
孟
子
』
公
孫
丑
篇
)

こ
の
章
に
お
い
て
も
、
尽
心
篇
と
同
様
に
「
仮
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
章
に
対
す
る
朱
子
注
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

力
と
は
土
地
甲
兵
の
力
を
謂
う
。
仁
を
仮
る
者
本
は
是
の
心
無
く
し
て
其
の
事
を
借
り
、
以
て
功
を
為
す
者
な
り
。
覇
と
は
斉
桓

晋
文
の
若
き
は
是
な
り
。
徳
を
以
て
仁
を
行
え
ば
、
則
ち
吾
の
心
を
得
る
者
自
り
之
を
推
し
、
適
き
て
仁
に
非
ざ
る
無
し
。

朱
子
は
「
力
」
を
具
体
的
に
領
土
と
武
力
と
に
設
定
す
る
。
覇
と
は
仁
の
心
は
無
い
が
、
そ
の
力
を
使
い
形
だ
け
を
か
り
て
功
績
を

あ
げ
る
存
在
と
す
る
。
こ
こ
で
の
「
覇
」
も
、
前
述
の
尽
心
篇
の
「
五
覇
」
と
同
様
、
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
で
は
履
軒
は
ど
の
様

な
注
解
を
施
し
て
い
る
か
。

覇
は
必
ず
大
国
の
資
有
り
。
事
を
済
ま
す
に
方
り
て
、
若
し
大
国
無
け
れ
ば
、
則
ち
力
小
な
り
。
鏡
使
仁
を
仮
る
も
、
亦
事
を
済

ま
さ
ず
。

41 

註
、
「
本
は
是
の
心
無
く
」
と
は
、
宜
し
く
「
是
の
徳
無
く
」
と
一
言
T
I
べ
し
。
「
心
に
得
る
」
と
は
宜
し
く
「
己
に
得
る
」
と
言
う
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(8) 

べ
し
。
是
の
章
、
仁
は
専
ら
事
を
行
う
を
以
て
言
い
、
徳
は
専
ら
己
に
有
る
を
以
て
言
う
。
(
『
逢
原
』
公
孫
丑
篇
)

覇
の
条
件
は
、
ま
ず
大
国
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
国
で
な
け
れ
ば
「
仁
を
仮
」
り
て
も
何
も
出
来
な
い
と
さ
れ
る
。
履
軒
は
経
文

の
「
力
」
を
「
大
国
の
資
」
と
解
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
そ
れ
は
武
力
等
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
朱
子
と
大
差
は
な
い
。
だ

が
履
軒
は
「
仁
を
仮
る
」
を
朱
子
が
「
是
の
心
無
く
」
と
解
す
る
こ
と
に
は
反
発
し
、
「
心
」
で
は
な
く
、
「
徳
」
が
無
い
と
す
る
べ
き

と
主
張
す
る
。
尽
心
篇
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
朱
子
に
と
っ
て
覇
は
仁
義
を
保
持
し
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
だ
が
履
軒
に
と
っ
て
、
覇

は
「
仁
義
の
実
」
は
保
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
性
が
「
純
な
る
こ
と
能
わ
ず
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
何
が
「
純
」
で
あ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
「
徳
」
で
あ
っ
た
と
履
軒
は
考
え
る
。
尽
心
篇
で
は
「
徳

で
あ
る
。

称
す
る
に
足
ら
ざ
る
者
に
非
ず
」
と
言
い
、
そ
の
徳
を
一
応
顕
彰
し
て
い
る
が
、
「
純
な
る
こ
と
能
わ
ず
」
で
あ
れ
ば
、

そ
の
欠
陥
は

ど
こ
か
に
必
ず
表
れ
る
。
履
軒
は
そ
れ
が
「
徳
」
の
量
的
な
面
に
表
れ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
履
軒
に
と
っ
て
「
仁
」
と
は
行
動
の
中
に
表
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
徳
」
と
は
己
の
心
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
覇
の

行
い
は
「
夏
を
撫
し
夷
を
棲
す
」
(
後
述
)
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
動
機
は
ど
う
で
あ
れ
、
そ
の
行
い
は
仁
の
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
履
軒
に
と
っ
て
「
仁
」
と
は
ま
た
、
「
心
」
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
覇
は
「
仁
」
の
行
い
が
あ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
心
」
が
無
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
心
に
得
と
は
宜
し
く
己
に
得
と
言
う
べ
」
き
と
し
、
本
来
的
に
己
に
備
わ
る
「
徳
」

の
点
か
ら
、
王
覇
の
別
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
履
軒
の
い
う
覇
と
は
、
「
徳
」
を
失
っ
た
王
と
一
言
う
べ
き
存
在
で
あ
り
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
無
く
、

覇
と
王
と
は
「
徳
」
の
点
に
差
が
出
る
も
、
同
一
直
線
上
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
と
さ
れ
得
ょ
う
。



だ
が
、
『
孟
子
』
全
体
を
通
じ
て
、
覇
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
履
軒
の
覇

論
は
、
解
釈
に
限
界
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
履
軒
の
解
釈
の
限
界
を
見
て
い
く
。

履
軒
に
お
け
る
覇
道
観
の
限
界

公
孫
丑
が
「
夫
子
、
路
を
斉
に
当
た
ら
ば
、
管
仲
・
曇
子
の
功
、
復
た
許
す
べ
き
か
。
」
と
質
問
し
た
際
、
孟
子
は
曾
西
の
言
葉
を

観
引
用
し
、
「
管
仲
は
君
を
得
る
こ
と
、
彼
の
如
く
其
れ
専
ら
な
り
。
国
政
を
行
う
こ
と
、
彼
の
如
く
其
れ
久
し
き
な
り
。
功
烈
、
彼
の

道王の原逢子孟肝履井中

如
く
其
れ
卑
し
き
な
り
。
」
と
言
っ
て
管
仲
を
否
定
し
た
。

孟
子
の
否
定
し
た
管
仲
に
対
し
て
、
朱
子
は
「
管
仲
王
道
を
知
ら
ず
し
て
覇
術
を
行
う
が
故
に
功
烈
の
卑
と
言
う
。
」
と
言
い
、
管

仲
は
王
道
を
行
う
べ
き
だ
っ
た
の
に
覇
道
(
覇
術
)
を
選
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
非
難
し
、
そ
れ
故
に
「
卑
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
朱

子
は
こ
こ
で
も
覇
道
を
否
定
的
に
捉
え
、
管
仲
を
覇
道
を
行
っ
た
者
と
解
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
履
軒
は
異
な
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

功
烈
、
宜
し
く
其
の
成
就
す
る
所
を
論
ず
ベ
し
。
未
だ
王
覇
の
邪
正
を
以
て
論
を
立
つ
可
か
ら
ず
。
唯
だ
其
れ
王
道
を
知
ら
ず
し

て
請
詐
の
術
を
用
う
。
故
に
其
の
成
就
す
る
所
は
塵
塵
と
し
て
少
康
に
期
し
、
報
を
掩
い
臭
に
蓋
を
す
。
有
且
、

天
下
の
暴
乱
を

萌
し
、
九
合
一
匡
の
功
を
立
つ
と
雄
も
、
未
だ
嘗
て
天
下
の
心
服
を
得
ず
。
其
の
施
設
、
唯
だ
目
前
を
営
み
て
百
年
の
規
無
し
。

猶
お
氷
を
日
中
に
暴
す
が
ご
と
し
。
此
れ
之
れ
功
烈
の
卑
と
謂
う
。
(
中
略
)
註
及
ぴ
諸
家
皆
徒
に
術
の
邪
正
を
論
じ
て
功
の
崇

卑
に
及
ば
す
。
故
に
言
帰
着
無
し
。
宣
に
管
仲
の
功
を
以
て
崇
と
為
さ
ん
や
。
其
れ
試
み
に
文
王
を
以
て
之
に
比
し
、
其
の
崇
卑

を
較
ぷ
る
や
白
か
ら
知
る
可
し
。
(
『
逢
原
』
公
孫
丑
篇
)
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朱
子
が
覇
論
を
用
い
て
管
仲
を
理
解
す
る
の
に
対
し
、
履
軒
は
王
覇
の
論
を
用
い
て
管
仲
を
理
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
言
う
。
そ

も
そ
も
履
軒
に
と
っ
て
管
仲
は

一
時
的
に
天
下
に
小
康
状
態
を
も
た
ら
し
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
方
法
も
「
暇
を
掩
い
臭
に
蓋
を
す
」

と
↓
吉
尽
つ
よ
う
に
、
根
本
的
な
解
決
が
出
来
な
か
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
天
下
の
心
服
を
得
る
こ
と
も
出
来
ず
、
百
年
の
計
も
無
く
、
太

陽
に
あ
て
ら
れ
た
氷
の
よ
う
に
と
け
て
消
え
て
し
ま
う
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
管
仲
の
在
り
方
こ
そ
が
、
経
に
言
う
「
卑
」
で
あ

る
と
履
軒
は
言
、
っ
。

履
軒
が
朱
子
注
を
拒
否
し
て
管
仲
を
覇
者
と
認
め
な
い
の
は
、
履
軒
が
王
覇
と
は
同
一
直
線
上
に
あ
り
「
邪
正
を
以
て
」
論
ず
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
依
る
。
す
な
わ
ち
、
朱
子
と
履
軒
と
の
王
覇
観
の
相
違
に
基
づ
く
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
注

目
さ
れ
る
の
は
朱
子
が
覇
道
に
あ
る
と
認
め
る
人
物
が
、
履
軒
に
と
っ
て
必
ず
し
も
そ
う
だ
と
は
限
ら
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

経
が
管
仲
を
否
定
し
て
い
る
理
由
を
、
朱
子
は
経
が
管
仲
を
「
覇
」
と
捉
え
た
上
で
の
否
定
と
解
釈
し
、
履
軒
は
行
動
が
問
題
解
決
に

到
っ
て
い
な
い
た
め
否
定
さ
れ
た
、

と
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
管
仲
を
否
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
違
い
と
し
て
解
釈
さ
れ
得
ょ
う
が
、
経
文

自
体
が
覇
道
を
否
定
的
に
捉
え
る
場
合
、
履
軒
の
注
釈
は
そ
こ
で
行
き
詰
ま
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
『
孟
子
』
中
で
覇
道
を
否
定
的

に
捉
え
て
い
る
章
が
告
子
篇
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
章
に
お
い
て
、
経
文
は
「
五
覇
と
は
三
王
の
罪
人
」
と
述
べ
、
「
五
覇
」
を
「
罪
人
」
と
す
る
。
こ
の
箇
所
に
対
し
、
朱
子
注

で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

趨
氏
五
覇
と
日
う
は
斉
桓
、
晋
文
、
秦
穆
、
宋
裏
、
楚
荘
な
り
。
(
中
略
)
丁
氏
日
く
夏
毘
吾
、
商
大
彰
、
家
章
、
周
斉
桓
、
晋

文、
a

之
を
五
覇
と
謂
う
。



朱
子
は
経
に
対
し
て
特
に
注
を
加
え
る
で
も
な
く
、
「
五
覇
」
の
具
体
的
な
名
前
を
二
例
挙
げ
る
に
止
ま
る
。
そ
れ
に
対
し
て
履
軒

は
、
独
自
の
覇
道
観
か
ら
次
の
よ
う
に
五
覇
を
組
み
替
え
る
。

宋
裏
は
覇
を
図
り
て
成
ら
ざ
れ
ば
、
罵
ん
ぞ
覇
と
称
す
る
を
得
ん
や
。
楚
は
是
れ
夷
狭
の
君
長
な
ら
ん
。
呉
夫
差
の
等
な
る
の
み
。

中井履車干『孟子逢原』り王道観

当
に
予
る
に
覇
名
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
且
つ
覇
業
は
夏
を
撫
し
夷
を
接
す
る
を
以
て
功
と
為
す
に
、
楚
荘
は
夏
を
滑
す
る
の
巨

魁
に
し
て
、
当
に
抹
す
べ
き
の
鯨
鋭
な
ら
ん
。
罵
ん
ぞ
覇
数
に
入
る
を
得
ん
や
。
夫
れ
晋
文
の
後
、
世
々
盟
主
と
為
る
。
君
幼
く

し
て
大
夫
政
を
為
す
時
と
雄
も
尚
お
諸
侯
の
盟
を
主
る
。
況
ん
や
裏
悼
の
二
公
を
や
。
尤
も
傑
然
と
し
て
其
の
威
霊
、
多
く
は
文

公
に
譲
ら
ず
。
宜
し
く
宋
裏
楚
荘
を
除
き
、
易
え
て
晋
裏
悼
を
以
て
す
べ
し
。

1 

晋
文
の
前
、
己
に
五
覇
の
称
有
り
。
此
れ
則
ち
夏
殿
を
通
じ
て
罵
を
数
う
る
者
、
此
の
五
覇
に
非
ず
。
当
に
別
論
に
す
べ
し
。
丁

説
当
に
削
る
べ
し
。

古
の
五
覇
、
斉
晋
無
し
。
(
『
逢
原
』
告
子
篇
)

「
五
覇
」
を
「
罪
人
」
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
経
文
に
対
し
て
、
同
様
に
覇
を
否
定
的
に
捉
え
る
朱
子
は
特
に
注
を
加
え
な
い
。

「
五
覇
」
の
具
体
的
な
名
を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
対
し
て
覇
を
肯
定
的
に
捉
え
る
履
軒
は
、
ま
ず
「
五
覇
」
の
内
訳
を
再
設
定
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
る
。

尽
心
編
に
お
い
て
履
軒
は
、
覇
が
「
仁
義
の
実
」
を
持
つ
と
考
え
、
公
孫
丑
篇
で
は
「
仁
」
と
は
行
動
に
表
れ
る
と
し
た
。
こ
こ
で

覇
を
組
み
直
す
に
際
し
、
「
五
覇
」
の
中
か
ら
宋
裏
は
覇
業
を
成
し
得
な
か
っ
た
人
物
と
し
て
排
除
し
、
楚
荘
は
「
夏
を
撫
し
夷
を
擢
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す
る
」
と
い
っ
た
「
仁
」
の
行
動
に
乗
っ
取
っ
て
い
な
い
と
考
え
除
外
す
る
。
こ
の
二
者
を
除
き
、
晋
襲
、
晋
悼
を
入
れ
る
こ
と
で
、
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朱
子
と
は
異
な
る
「
五
覇
」
を
た
て
る
。

覇
を
否
定
的
に
捉
え
る
朱
子
に
対
し
、
履
軒
は
「
仁
」
を
指
標
と
し
て
独
自
の
五
覇
を
設
定
す
る
こ
と
で
反
駁
を
加
え
る
。
こ
こ
で

も
履
軒
が
覇
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
得
る
。
し
か
し
経
文
が
「
五
覇
」
を
「
三
王
の
罪
人
」
と
し
て
否
定
的
に
捉

え
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
履
軒
の
注
釈
は
無
い
。
履
軒
の
覇
道
観
の
性
格
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
は
注
釈
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
出

来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
履
辞
の
覇
道
観
の
限
界
が
窺
え
る
こ
と
と
な
る
。

四

ま
と
め

本
稿
で
は
梁
恵
王
篇
の
「
王
道
」
に
対
す
る
注
か
ら
、
履
軒
が
王
道
を
物
質
的
な
事
や
民
衆
か
ら
切
り
離
し
、
「
道
」
を
中
心
と
し

た
独
立
し
て
い
る
存
在
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
王
道
」
の
字
が
経
文
に
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
筒
所
の
み
で

あ
っ
た
た
め
、
次
に
履
軒
の
覇
道
観
か
ら
王
道
観
を
探
る
こ
と
と
し
た
。
履
軒
は
朱
子
と
は
異
な
り
、
「
覇
」
を
否
定
せ
ず
に
、
行
い

が
「
仁
」
で
あ
る
も
の
の
、
「
徳
」
を
持
っ
て
い
な
い
存
在
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
点
の
み
が
王
道
と
覇
道
と
の
差
異
で
あ
る
と
し
、

覇
道
を
王
道
の
同
一
直
線
上
に
あ
る
存
在
と
す
る
。
だ
が
、
こ
の
解
釈
で
経
文
を
捉
え
る
こ
と
に
限
界
が
生
じ
る
。
経
文
が
覇
者
を
否

定
的
に
述
べ
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、
履
軒
の
覇
道
観
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
の
で
あ
る
。
困
難
と
な
る
も
、
履
軒
が
覇

者
を
肯
定
す
る
の
は
、
王
覇
と
い
う
設
定
を
他
の
存
在
に
重
ね
て
考
え
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(6) 

履
軒
へ
の
評
を
踏
ま
え
、
履
軒
が
生
涯
仕
官
し
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
る
に
、
当
時
の
政
治
状
況
を
王
覇
論
の
観
点
か
ら
考
え
て
い

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
江
戸
期
の
政
治
状
況
を
考
え
て
み
る
と
、
履
軒
は
王
覇
を
そ
れ
ぞ
れ
「
天
皇
」
と
「
将
軍
」
と
い
う
存
在
と

重
ね
て
考
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
履
軒
が
史
論
を
述
べ
た
著
作
で
あ
る
『
通
語
』
と
併
せ
て
考
察
す



る
必
要
が
あ
ろ
う
。

今
後
は
、
王
覇
を
同
一
直
線
上
で
捉
え
た
履
軒
が
、
君
臣
関
係
に
つ
い
て
は
ど
の
様
に
解
釈
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
「
仁
」
「
徳
」

等
の
徳
目
に
つ
い
て
ど
の
様
に
解
釈
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
官
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、

同
時
代
の
邦

儒
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
日
腹
軒
の
思
想
の
位
置
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

中井履軒『孟子逢原』の王道観

註

(
1
)

西
村
天
囚
『
懐
徳
堂
考
』
(
懐
徳
堂
友
の
会
一
九
八
四
年
)
で
天
国
は
、
履
軒
の
学
問
姿
勢
へ
の
評
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ

る
。
「
其
の
経
を
治
む
る
や
、
宋
儒
の
説
に
就
き
て
宋
一
冗
明
諸
家
の
見
を
参
取
し
、
群
言
を
折
衷
す
る
に
自
家
の
独
見
を
以
て
し
、
有

も
意
の
合
わ
ざ
る
所
あ
れ
ば
、
名
賢
鎧
儒
人
の
尊
信
す
る
所
の
者
と
雄
も
、
弁
駁
規
切
し
て
廻
避
す
る
所
な
く
、
一
に
孔
孟
の
本
旨
を

得
ん
こ
と
を
期
せ
り
」

(
2
)

『
古
詩
逢
原
』
巻
首
に
以
下
の
文
が
あ
る
。
「
余
壮
歳
先
ず
逢
原
の
著
あ
り
。
既
に
し
て
増
加
改
定
す
る
所
多
く
、
塗
抹
重
複
し
て
読

む
可
ら
ざ
る
に
至
り
、
乃
ち
細
か
く
書
写
し
本
経
の
上
頭
に
在
り
。
故
に
更
め
て
以
て
雌
題
と
命
ず
。
爾
後
三
十
年
、
塗
抹
益
々
甚
だ

し
く
増
加
し
、
(
中
略
)
復
た
他
人
能
く
読
む
者
非
ず
。
学
ぶ
者
或
い
は
観
る
こ
と
請
う
も
の
、
応
ず
る
能
わ
ず
。
是
に
お
い
て
雌
題

の
略
を
別
行
す
る
有
り
。
唯
だ
略
す
な
り
。
故
に
其
の
説
不
備
。
乃
ち
別
に
一
通
を
写
し
て
之
を
詳
備
せ
ん
と
欲
す
も
、
又
其
の
繁
治

な
る
を
畏
る
。
蓋
し
旧
書
の
纂
す
る
所
、
宋
明
諸
家
、
皆
其
の
氏
号
を
存
す
。
(
中
略
)
若
し
本
説
の
氏
号
を
欲
求
す
る
は
、
離
題
詳

略
存
す
。
室
田
成
遂
し
旧
名
に
復
す
。
」

(
3
)

太
宰
春
台
『
斥
非
』
、
薮
孤
山
「
崇
孟
』
。
両
書
と
も
『
日
本
儒
林
叢
書
』
論
弁
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)

以
下
、
釈
読
に
際
し
て
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
孟
子
逢
原
』
を
底
本
と
す
る
。

(
5
)

以
下
、
釈
読
に
際
し
て
は
、
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
『
孟
子
離
題
』
を
底
本
と
す
る
。
『
孟
子
離
題
』
は
朱
子
の
集
註
本
に
履

軒
の
注
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
『
孟
子
難
題
』
は
「
孟
子
離
題
略
』
と
併
せ
て
、
懐
徳
堂
記
念
会
よ
り
懐
徳
堂
文
庫
復
刻
議

室
田
十
二
と
し
て
一
九
九
九
年
に
復
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
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(
6
)

山
田
三
川
(
一
八
O
四
i
一
八
六
二
)
の
評
と
し
て
『
想
古
録
』
に
以
下
の
文
が
あ
る
。
「
礼
楽
征
伐
の
天
子
よ
り
出
づ
る
世
と
な

ら
ざ
れ
ば
、
志
の
行
わ
る
る
者
に
あ
ら
ず
と
決
意
し
、
諸
藩
に
仕
え
ず
、
其
身
を
終
わ
れ
り
」
ま
た
、
西
村
天
囚
は
『
懐
徳
堂
考
』

(
前
出
)
に
お
い
て
、
「
履
軒
の
志
は
王
道
に
在
り
」
と
評
し
て
い
る
。

(
7
)

履
軒
は
「
身
」
の
字
を
「
反
」
に
置
き
換
え
て
解
釈
し
て
い
る
。

(8)

『
雌
題
』
「
存
疑
云
え
ら
く
覇
者
必
ず
個
大
国
に
有
り
。
事
に
方
り
て
成
得
す
。
若
し
大
国
無
け
れ
ば
、
則
ち
力
小
に
し
て
以
て
仁
を

仮
る
に
足
ら
ず
。
張
南
軒
一
戸
え
ら
く
徳
即
ち
仁
に
し
て
徳
行
を
以
て
す
を
日
う
。
仁
と
は
此
の
章
仁
事
を
以
て
言
う
。
徳
字
専
ら
以
て

己
に
有
り
て
の
言
。
註
心
宜
し
く
己
の
身
に
或
る
に
作
る
べ
し
。
」

(
9
)

『
離
題
』
に
お
い
て
は
「
尚
お
諸
侯
の
盟
を
主
る
」
が
「
尚
お
覇
業
を
失
わ
ず
」
に
作
る
。
ま
た
「
五
覇
の
成
は
宋
裏
を
除
き
て
晋

裏
を
補
う
の
一
説
を
備
う
べ
し
。
晋
悼
も
亦
不
可
無
し
。
亦
以
て
楚
荘
を
除
く
べ
し
」
の
一
文
が
『
逢
原
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
他
は

字
句
が
異
な
る
も
同
様
の
意
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)
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中井履軒的〈孟子逢原〉的仁德觀

i也田光子

懷德堂為享保 9 年誕生於大圾的學問堂。在那里學習過的中井履軒為了得

到本旨，提出了自己獨特的意見。本論文作為履軒研究的一璟，對於〈孟子〉

中的履軒的"王"諭"霸"諭的思想特征，以〈孟子逢原〉為中心進行考

"'" ?牙、。

對於經文中的"王道始朱子作以物質未贏得民心視為仁政的開始的形而

上的解親。而履軒均比靜而下的問題更重視"道"。他認為沒有"道即使

贏得民心，也不能履行仁政。

其次，關於"霸道"的研究。履軒與朱子不間，他肯定"霸"的存在。他

認為"霸"中{果有"仁義之實"。即使"霸"與"王"在"德"上產生差，是

因為他們存在於同一采直線土。他認為"仁"是体現在行動上的德"為体

現在心中的存在。對於
於把管仲視為"卑"自的句經文，履軒認為不應該以"王"論"霸"論采理解管

仲。在履軒的眼中，管仲的行為旦不存在仁。履軒認為，這一店為經文所說

的"卑"。可是經文自身在否定"霸道所以履軒的解親也就行不通了。

對於把"五霸"釵為"罪人"的經文，肯定"霸"的履軒把"仁"作為指

標，設定獨自的"五霸"。可是對經文中的"罪人"的部分，履軒均沒有作任

何解軌。從這里也可以看到履軒的"霸道"諭達到了極眼。

通過本論文闡明了履軒的王道是以"道"為中心的獨立的存在的思想。其

次，說明了他不否定"霸認為行為瑪"仁而"德"不足。可是，對於

經文中的否定"霸"的部分，以履軒的"霸道"觀未作解親含有困難的。今

後在履軒的其他著作中，對於履軒是持有甚麼樣的統制觀，作以進一步的考

察。

牛一 7- F: 'i衷倍堂中井履軒孟子逢原王霸




